
総務省統計局では、10月20日㈫現在で、社会生活基本調査を実施します。
　この調査は、国民生活の実態を明らかにすることを目的として、統計法（国の統計に関する基本的
な法律）に基づき実施する、国の重要な統計調査です。調査結果は、ワーク・ライフ・バランスの推進、
少子高齢化対策、ボランティア活動の状況の把握など、国や地方公共団体における各種施策の基礎資
料として活用されます。
　調査をお願いする世帯には、10月上旬から中旬にかけて、調査員が伺い、調査書類をお配りします。
回答は、スマートフォンやパソコンなどを使ってインターネットで回答することができるほか、紙の
調査票への記入でもご回答いただけます。いつでも回答可能で便利なインターネット回答をぜひご活
用ください。調査の趣旨をご理解いただき、ご回答をお願いします。

ࣾձੜج׆ຊௐࠪ

問合せ＝ 埼玉県総務部統計課　☎048-830-2314

問合せ＝ 本庄市社会福祉協議会　☎22-7275

　児玉郡市手話通訳者として活動するかたのための、試験対策講座です。
ʲ೔    ࣌ 　r10月１日㈭～12月３日㈭　毎週木曜日　
　　　　����午前10時～正午　全10回

ʲ会    ৔ 　r本庄ガスECOはにぽんプラザ２階　活動室C
ʲࢣ    ߨ 　r�本庄市児玉郡広域聴覚障害者福祉協会会員および本庄市児玉郡広域手話通訳問題研究会会員
ʲର    ৅ 　r�児玉郡市内在住で、次のいずれかに該当するかた

①手話通訳者養成講座を修了したかた（令和８年度修了見込みを含む）で、児玉郡市登録手話通訳
　者として活動する意思のあるかた
②児玉郡市登録手話通訳者として活動しているかた

ʲఆ    һ 　r10名
ʲඅ    ༻ 　r無料
ʲਃࠐΈ 　r�９月10日㈭から24日㈭までに、電話または本庄市社会福祉協議会窓口にて申込み
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役目を終えた消防被服が、新たな価値へ

児玉郡市広域消防本部
公式YouTubeチャンネル開設！

　児玉郡市広域消防本部では、公民連携事業の一環として、圏域事業者であるワンダーファブリッ
クと「廃棄予定の消防被服等を活用したオリジナルグッズ製作に関する協定」を締結しました。
　これまで一定期間使用した後に廃棄していた消防被服を活用し、キャップやバッグなどのオリ
ジナルグッズとして再生するアップサイクル事業を開始しています。
　使用されるのは、実際に現場で活躍した防火衣や活動服、救助服、救急服などです。傷や色合
いなど、それぞれの被服が持つ特徴を活かして製作されるため、すべて世界に一つだけの一点物
となっています。
　この取組は、廃棄コストの削減だけでなく、消防や防災を身近に感じていただくことを目的と
しています。

　児玉郡市広域消防本部では、公式YouTubeチャンネルを開設し、消防本部初となるPR映像を
公開しました。
　映像では、構成市町（本庄市・美里町・神川町・上里町）の安全・安心を守るために活動する
消防職員の姿に焦点を当て、消防・救急・救助活動や訓練の様子を迫力ある映像で紹介していま
す。
　普段は見ることのできない日常風景や、災害に備える消防職員の姿を通じて、消防行政への理
解を深めていただくとともに、「消防」という仕事の魅力や使命感を感じていただける内容となっ
ています。
　ぜひご覧いただき、チャンネル登録をお願いします。

　ごみの排出量に応じた費用負担の公平化、ごみの更なる減量化と資源化を図るため、令和８年10月１日㈭
から、小山川クリーンセンターへごみを直接搬入する際に掛かる手数料を改定します。小山川クリーンセ
ンターへの直接搬入をご利用される皆さまには、ご負担をお願いすることとなりますが、ご理解とご協力
をお願いします。
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問合せ＝児玉郡市広域消防本部　総務課　☎24-0119
問合せ＝児玉郡市広域市町村圏組合　小山川クリーンセンター　☎22-8200

 家庭ごみの持ち込み料金が変わります 
⾣ྩ࿨̔೥��݄͔Β

⾣มޙߋ
ྩ࿨̔೥��݄̍೔͔Β 10kgにつき  70円
ྩ࿨̕೥10݄̍೔͔Βɹ10kgにつき100円

⾣มߋલɹྩ࿨̔೥݄̕30೔·Ͱ
10kgにつき40円
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